
• 各種安全管理
• 関係法令
• ケーススタディ
• ドローンの機械構造
• 電波工学
• 気象関係etc

座学（６時間）※検定コース同等

パソコンのソフトを利用した操縦練習
（使用ソフト:RealFlight）

フライトシミュレータトレーニング
（1時間）

市販されているミニコプターを
使用した操縦練習

ミニコプタートレーニング
（1時間）

KANAI DRONE SCHOOL
スクールカリキュラム

【添付教材】
・JDC公認テキスト、補足資料
・フライトシミュレータ（RealFlight）※ソフトのみ
・ミニコプター

自主練習※講習時間外
（目安：30分/日×7日程度）

それぞれ個別での受講も可能
（例：座学のみ、シストレのみなど）

安全講習

【導入説明】
• 機体の機能/設定
• 組み立て方
• 操作方法
• アプリケーションの取説/設定
※実際の機体(導入機)

座学（3時間）

実際の機体(導入機)を使用したトレーニング
• 離陸・着陸
• 上昇、下降、前後、左右移動
• 非GPS環境飛行トレーニング
• カメラ操作
• アプリケーションの
操作練習

機体別基本操作トレーニング
（4時間）

システムトレーニング

受講により国交省登録の
検定コースが時短

安全講習・基礎トレーニングコース（履修のみ）

管理者・操縦者が必要な
判断力を養います

国交省登録カリキュラム
同等の履修が可能

初心者は先ずこちら！

CPD・CPDS講習！
キャリア形成助成申請可！



KANAI DRONE SCHOOL
スクールカリキュラム

応用オプション講習 ※履修のみ

※基礎トレ・シストレの内容が身についてからの受講を推奨

UAV向け 写真測量（sfm）講習（基礎座学2

• UAV向け写真測量講習(SfM)
• 自動航行アプリケーションの
説明

座学（４時間）

• 写真測量撮影トレーニング
• 注意事項の説明
• 緊急時対応練習

実技（２時間）

写真測量オプション講習

UAV向け 写真測量（sfm）講習（基礎座学2

• 自動航行についての基礎知識
• 多機能自動航行アプリ

座学（３時間）

• 自動航行トレーニング
• 注意事項の説明
• 緊急時対応練習

実技（３時間）

自動航行オプション講習

UAV向け 写真測量（sfm）講習（基礎座学2

【各種法令特別講義】
• 申請書記載例の解説
• 航空法以外の各種関係法令
の解説

• ドローンが関わる航空法に
ついての事例紹介

• 注意事項の説明
• 安全管理について

座学（４時間）

【物件離隔30m未満飛行トレーニング】
【目視外飛行トレーニング】
※自動航行オプション講習受講者を推奨
【夜間飛行トレーニング】

実技（６時間※各2時間ずつ）

航空局申請対応オプション講習

赤外線コース
空撮コースなども

あります

— はかる未来価値創造コンサルタント —
URL  : http://www.kanai.co.jp
Mail : i-con@kanai.co.jp金井度量衡株式会社

飛行経験10時間未満の方も受講可

座学はレベル・ご要望に応じてアレンジ可

固定翼コース
準備中！



パソコンのソフトを利用した操縦練習
（使用ソフト:RealFlight）

フライトシミュレータトレーニング
（２時間）

理解度テスト

KANAI DRONE SCHOOL
スクールカリキュラム

市販されているミニコプターを
使用した操縦練習

ミニコプタートレーニング
（３時間）

みきわめ（RealFlight VTR機能によるビデオ判定）

みきわめ合格みきわめ不合格

自主練習※講習時間外

• 各種安全管理
• 関係法令
• ケーススタディ
• ドローンの機械構造
• 電波工学
• 気象関係etc

座学（６時間）

基本操縦練習
• 離陸、着陸
• 直線飛行（前後、左右、上昇、下降）
• 対面飛行（前後、左右、上昇、下降）
応用操縦練習
• ８の字飛行、ノーズインサークル
• 非GPS練習
Etc…

実機トレーニング（１２時間）

みきわめ（講師による技能の確認）

みきわめ合格みきわめ不合格

ＪＤＣ担当検定員による操縦技能検定
実機で決められた演技をし、検定員の審査を行う

技能検定（約１時間）

合格不合格

再受験
※同日2回まで

受験可

ＪＤＣより検定合格証発行

（一社）日本ドローンコンソーシアム公認技能検定コース

講習で最大12時間の
飛行経験が積めます

自主練習※講習時間外

安全講習・基礎トレを
履修済の方は座学・実技

の時短・費用を控除

飛行経歴をお持ちの方は
実技の時短・費用を控除

国土交通省 無人航空機講習団体登録

時間のない方は
E-ラーニング受講も可

CPD・CPDS講習！
キャリア形成助成申請可！



座学 実技

（H） （H）

・航空局記載例等

・テキスト

・運用ガイドライン

・他、補足資料

フライトシミュレータ トレーニング ・フタバ リアルフライト7.5 2 市村賢一/松島翔

ミニコプター トレーニング ・ToyDrone 3 〃

実機 トレーニング ・MS-06LA/LL　他 シミュレータで技能要件を満たして後、実施 12 吉田雄一/市村賢一

・検定場所：新潟市内

・検定受験同日2回まで保証

・検定合格時 MSCより検定合格証発行

6 18

座学 実技

（H） （H）

・航空局記載例等

・運用ガイドライン

・他、補足資料

フライトシミュレータ トレーニング ・フタバ リアルフライト7.5 1

ミニコプター トレーニング ・ToyDrone 1

5 2

座学 実技

（H） （H）

座学 基本設定/運用/保守 座学 ・機体マニュアル/関連マニュアル 3

実技 機体別 基本操作トレーニング ・持ち込み機/スクール保有機 4

3 4

座学 実技

（H） （H）

・独自資料

・各種ソフトマニュアル等

実技 自動航行 トレーニング（目視内飛行） ・持ち込み機/スクール保有機 3 〃

3 3

座学 実技

（H） （H）

・独自資料 ・履修後 弊社より履修証発行 吉田雄一

・航空局記載例等 ・実技は選択制 ※行政書士：八角浩史

物件離隔30m未満飛行トレーニング ・目視外飛行実技は自動航行OP受講者推奨 2 吉田雄一/市村賢一

目視外飛行トレーニング 2 〃

夜間飛行トレーニング 2 〃

4 6

座学 実技

（H） （H）

・独自資料/スクール保有ソフト ・履修後 弊社より履修証発行

・各種ソフトマニュアル等 ・実技は自動航行OP受講者のみ

市村賢一/松島翔

八幡竜也

4 3

平成29年度　KANAI DRONE SCHOOL　メニュー

累計時間

座学
UAV向け　写真測量（sfm）講習（基礎座学2H/解析

2H）
4 吉田雄一/八幡竜也/松島翔

実技 写真測量撮影 トレーニング ・持ち込み機/スクール保有機 3

累計時間

【ＳｆＭ オプション講習】　　※場所：金井度量衡（実技は指定場所）　　オンサイト開催：不可

種別

マルチコプター安全講座　　※場所：金井度量衡　　オンサイト開催：別途料金で可能。操縦者、安全運航管理者の両方に必要なスキルを履修します。

市村賢一/松島翔/荻野祥向

履修証発行 市村賢一/松島翔

累計時間

概要 使用教材 備考

所要時間

担当講師

座学 各種法令 特別講座 4

実技 ・持ち込み機/スクール保有機

使用教材（提供教材） 備考

所要時間

担当講師

累計時間

【航空局申請対応 オプション講習】　　※国交省承認スクール　　※場所：金井度量衡（実技は指定場所）　　オンサイト開催：不可

種別 概要 使用教材（提供教材） 備考

所要時間

担当講師

種別 概要 使用教材（提供教材） 備考

所要時間

担当講師

担当講師

座学 自動航行アプリ/ソフトウェア講座 履修証発行 3

【（一社）日本ドローンコンソーシアム（旧ミニサーベイヤーコンソーシアム）　公認　技能検定コース　】

※場所：金井度量衡（実技は指定場所）　　オンサイト開催：不可

種別 概要 使用教材（提供教材） 備考

所要時間

担当講師

座学 安全講習

履修証発行

5 吉田雄一

実技 市村賢一/松島翔

JDC：指定検定員

実技

操作指導

技能検定 ・MS-06LA/LL　他 1

累計時間

※当社は、新潟県内全域の包括申請を保有しております。

※飛行時間10時間に満たない方でも、受講可能です（国交省承認済み）

※内容は予告なく変更することがあります。

※赤外線撮影コースも準備しております。詳細はお問い合わせください。

※空撮、カメラオペ コースも準備しております。詳細はお問い合わせください。

※固定翼コースは只今準備中です。

座学 安全講習 理解度テストあり 6 吉田雄一

【自動航行 オプション講習】　　※場所：金井度量衡（実技は指定場所）　　オンサイト開催：別途料金で可能（但し、実技会場は要協議）

種別 概要 使用教材（提供教材） 備考

所要時間

累計時間

システムトレーニング　　※場所：金井度量衡（実技は指定場所）　　オンサイト開催：別途料金で可能（但し、実技会場は要協議）

【安全講習・基礎トレーニングコース】

種別 概要







 
国土交通省航空局 無人航空機講習団体登録 （一社）日本ドローンコンソーシアム公認 

KANAI DRONE SCHOOL 主要講師紹介 
 
【講師】 
  ■氏 名：吉田雄一 

役 職：取締役 技術部ゼネラルマネージャー 
略 歴：内閣府 関係省庁 小型無人機に係る環境整備に向けた官民協議会 委員 

内閣府 関係省庁 小型無人機の更なる安全確保のための制度設計に関する分科会 委員 
国土交通省 改正航空法 運用ルール検討会 委員 
経済産業省 無人航空機国際標準化（ISO/TC20/SC16）国内委員会 委員 
（一社）日本能率協会 国際ドローン展 企画委員会 委員 

       （一社）日本ドローンコンソーシアム 運用ルール検討分科会 会長 
                〃        安全管理委員会 委員 

〃        技能検定委員会 委員（公認スクール審査員） 
〃        利活用検討委員会 委員 

（一社）日本産業用無人航空機工業会 マルチロータ委員会 委員 
                〃        固定翼委員会 委員 

講  演：（公社）日本測量協会北陸支部 空間情報技術発表会 
（一社）日本能率協会 第 1 回国際ドローン展シンポジウム 
（公社）日本技術士会「ドローンによる写真測量技術」 
第九管区海上保安本部・新潟県警本部合同 2016 年主要国首脳会議農相会合警備講習会 
（公社）日本測量協会 平成２８年度 第 48 回イブニングセミナ―「UAV と 3D 技術」 
新潟県土木部都市整備課「都市公園内のドローン利用の検討」 
ほか、多数。 

 論 文：「ドローンの運用に必要な基礎技術の検討」 （公社）日本測量協会 
「マルチコプターの現状と今後の課題」 日本ロボット学会 
「UAV による SfM の現場実装を加速させる取り組み」 （公社）日本測量協会 
「ドローン機体搭載の単独測位 GNSS による exif 情報を用いた SfM の 3D モデル相対精度について」  日本ロボット学会 

        など。 
関係資格：（一社）日本ドローンコンソーシアム 認定資格 ドローン操縦技能認定 

第三級陸上特殊無線技士、CALS/EC インストラクター 
教育活動：KANAI DRONE SCHOOL 約 120 社 300 名輩出 

 
 

■氏 名：市村賢一 
役 職：技術部 UAV 企画開発主任 
関係資格：第三級陸上特殊無線技士、（株）プロドローン主催 PRODRONE アカデミー卒 

（一社）日本ドローンコンソーシアム 認定資格 ドローン操縦技能認定 
 
 

■氏 名：松島翔 
役 職：技術部 UAV 企画開発担当 
関係資格：（株）プロドローン主催 PRODRONE アカデミー卒 
 
 



 
 

【講師所属企業ドローン事業概要】 
2011年：千葉大学工学部 野波研究室と純国産ドローン（ミニサーベイヤー）の開発・事業化に着手。 

小型無人航空機（以下、UAV）による撮影、写真測量業務を本格化。 

2012年：「ミニサーベイヤーコンソーシアム」（以下、MSC）を発起人として設立（会長：野波健蔵氏）。 

     新潟市 NIIGATA SKY PROJECTと連携。新潟市を MSCの公共会員として招聘。 

2013年：千葉大学発ベンチャー「㈱自律制御システム研究所」に出資。 

新潟県建設企業経営革新支援事業 採択。 

長岡技術科学大学と近接リモートセンシング、営農の共同研究を開始。 

中小企業庁 中小企業・小規模事業者ものづくり商業サービス革新事業 採択。 

2014年：純国産ドローン「ミニサーベイヤー」（現：PF1）供給開始。 

UAV 全般のコンサルティング／スクール／業務／保守などワンストップサービスを開始。 

KANAI DRONE SCHOOL 開校。 

2016年： 2月  行政書士と提携。ドローン法務コンサルティングを開始。 

        千葉大学 近藤研と近接リモートセンシング、営農の共同研究を開始（妙高市 新井農場）。 

3月 第九管区海上保安本部／新潟県警本部 合同、農相サミット警備における、ドローン分野の 

アドバイザーとしてドローン警備演習、講習を実施。 

4月  MSC、法人格取得。会員数約 250団体。 

6月 千葉大近藤研・金井度量衡・新井農場にてドローンによる水稲モニタリング開始。 

7月 ドローン事業を農薬散布分野まで拡大。 

9月 千葉大近藤研・金井度量衡・新井農場によるドローン水稲モニタリング米 

新潟県承認 特別栽培農産物「天視の米」（てんしのまい）を新井農場よりプレリリース。 

2017年： 4月  一般社団法人 MSC を一般社団法人日本ドローンコンソーシアム（JDC）に改組。 

ドローンシンクタンクとして始動。会員数約 270団体。 

（株）エアフォートサービス（ http://www.yamazaki-k.co.jp/airphoto/ ）と提携、 

UAVレーザースキャニング事業、スクール事業を拡充。 

     5月 （一社）日本産業用無人航空機工業会（略称：JUAV） 入会 

6月  (一社)JDC が国土交通省航空局「無人航空機の講習団体」に登録。 

8月  (一社)JDC が国土交通省航空局「無人航空機の管理団体」に登録。 

       (一社)JDC 公認スクール「KANAI DRONE SCHOOL」が北陸・日本海側東北で唯一 

国土交通省航空局「無人航空機の講習団体」に登録。 

http://www.yamazaki-k.co.jp/airphoto/
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